


[bookmark: _GoBack]　
[bookmark: _Toc26812123]１．防災体制


[bookmark: _Toc26812124]（１）組織の名称　　　　　　　　　　　地区自主防災組織


[bookmark: _Toc26812125]（２）地区の状況世帯数　　　　世帯　　　人口　　　　人
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①自治会が任意で開設する避難場所・避難所

	区　分
	名　　　称
	面積または収容可能人数

	地区避難場所
（最初に避難する避難場所）
	○○○○○公園
	〇〇〇㎡

	地区避難所
（自治会が開設する避難所）
	○○○○○老人憩の家
	〇〇人

	
	○○○○○集会所
	〇〇人



②町が開設する避難場所・避難所
・以下の避難場所、避難所から地区に適した場所を選択する。
	区　分
	名　　　称
	面積または
収容可能人数

	指定緊急避難場所
（町が指定する一時避難場所）
	中央小学校グラウンド
	7,423㎡

	
	東小学校グラウンド
	8,861㎡

	
	西小学校グラウンド
	8,253㎡

	
	南小学校グラウンド
	5,406㎡

	
	北小学校グラウンド
	9,230㎡

	
	八幡池青少年広場
	7,142㎡

	
	長池オアシス公園
	9,601㎡

	
	熊取歴史公園
	3,676㎡

	
	大久保防災コミュニティ公園
	3,537㎡

	広域避難場所
（町が指定する火災の延焼拡大時の避難場所）
	町民グラウンド周辺
	68,531㎡

	指定避難所
（町が開設する指定避難所）

収容可能人数　合計　　3,252人
想定避難所生活者数
南海トラフ巨大地震　1,388人
上町断層帯B　　　　3,245人
	中央小学校体育館
	374人 （154人）

	
	東小学校体育館
	358人 （148人）

	
	西小学校体育館
	400人 （165人）

	
	南小学校体育館
	345人 （142人）

	
	北小学校体育館
	366人 （151人）

	
	熊取南中学校体育館
	524人 （216人）

	
	熊取中学校体育館＊
	515人 （212人）

	
	熊取北中学校体育館＊
	370人 （153人）

	福祉避難所
（町が開設する自主避難所であるが、必要に応じ福祉避難所として機能する）
	熊取ふれあいセンター
	139人

	その他避難所
（町が開設する避難所のひとつで、避難所生活が長期に及ぶ場合などに開設する）
	ひまわりドーム
	1,492人（615人）


注）上記表中の収容可能人数は、1.65㎡/人で算出しています。なお、時間経過と共に避難が長期化した場合は、学校の教室・ひまわりドーム（メイン･サブアリーナ等）やその他町有施設を開放し居住空間の拡大を図ります。　　
　また、（　）内は、通路等（全体の25%）のほか、快適な居住空間として3.0㎡/人を確保した人数です。
＊･･･他の5小･1中学校の避難所への避難状況により開設します。
図　避難所の開錠・開設・運営の役割分担
自宅



町の役割
自治会の役割
自宅から近い方に避難

一時避難場所
〇〇小学校グラウンド
自宅に戻る
地区避難場所
〇〇〇〇〇公園
自治会が任意で
開錠・開設・
運営
地区避難所
〇〇〇〇〇集会所
指定避難所
〇〇小学校体育館
町が開錠
・町が開錠、施設の安全点検実施（避難者は校庭で一時待機）
・施設の安全を確認後、開設
・開設、運営は当初町が行い、自主防災組織に移行














自宅倒壊等で生活不能
自宅生活可能








開錠：避難所の門の開錠、施設内及び施設周辺の安全点検、避難者の受入れ準備（避難スペースの確保等）
開設：避難者の受入れ（誘導・収容・避難者数把握）、受付・避難所看板（案内板）設置、
備蓄物資等の準備
運営：運営委員会を設置し、班ごとの役割実施






注．地震の場合、自宅の倒壊、火災の影響がなければ無理に避難せず、自宅で生活することを基本とる。
注．風水害の場合、避難所までの移動が、かえって命の危険が及ぶような状況では、無理に避難せず、近くの安全な場所や、自宅内のより安全な場所に避難することを基本とする。
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[image: ]




































[bookmark: _Toc26812128]参考）希望が丘老人憩の家及び「ふれあいホール」の災害時避難所開設要領（２）

[image: ]
















[image: ]



















[bookmark: _Toc26812129]参考）希望が丘老人憩の家及び「ふれあいホール」の災害時避難所開設要領（３）

[image: ]




































[bookmark: _Toc26812130]参考）希望が丘地区防災会作成の「地震避難行動マニュアル」
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地区避難場所、地区避難所から、指定緊急避難場所や指定避難所までの避難経路例を以下に示す。≪五月ヶ丘地区の例≫
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地区避難場所
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地区避難所
（五月ヶ丘自治会館）


















指定避難所（体育館）









指定緊急避難場所（グラウンド）

[bookmark: _Toc26812132]（５）活動体制
活動体制の例を以下に示す。

活動体制（例）

・自治会長や区長が自主防災本部の本部長の任にあたることが望ましい。

・民生委員児童委員や地区福祉委員など避難支援関係者も含めた構成とすることが望ましい。

・次頁に6班体制を例示したが、必要に応じて班を統合・追加するなど、地域の状況に即した体制を考える。

・担当の任期は可能であれば複数年とし、新旧交代にあたっては一度に多数が交代することのないよう工夫する。
（例）任期を４年とし、２年毎に人員の半数を入れ替えるなど。

・氏名等の人員は、4．資料（2）自主防災組織名簿、（3）緊急連絡網　に記載する。

☆大地震発生時には、活動可能な者で活動体制を構築し直さなければならないため、自分の属する班の役割だけでなく、どのような班がどのような役割を担う必要があるのかについて把握しておく。
（例）地震の揺れが収まったら、活動可能な者は、あらかじめ定めておいた集合場所に集合し、避難誘導担当班や救出救護担当班など優先度の高い班から体制を構築する。
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	班
	役職
	人数
	役　　　割

	
	
	
	平常時
	災害時

	自主防災本部
	本部長
	１
	本部長１名＋副本部長１名＋各班の班長で構成


・全体調整
・指揮・命令
・自主防災本部招集訓練
	

・自主防災本部招集
・全体調整
・指揮・命令

	
	副本部長
	１
	
	

	
	本部員
	６
	
	

	総務担当班
	班長
	１
	・関係機関との事前調整
・訓練の全体企画
・マニュアルの見直し
	・関係機関との調整
・地区避難所の開設
・被害・避難状況の把握

	
	副班長
	１
	
	

	
	班員
	
	
	

	情報担当班
	班長
	１
	・広報
・啓発
・情報伝達訓練
	・災害情報の収集、伝達

	
	副班長
	１
	
	

	
	班員
	
	
	

	消火担当班
	班長
	１
	・資器材の整備
・資器材の点検
・初期消火訓練
	・初期消火
・消防署、消防団への協力

	
	副班長
	１
	
	

	
	班員
	
	
	

	避難誘導
担当班
	班長
	１
	・避難経路の確認
・避難行動要支援者の支援者や民生委員児童委員、地区福祉委員との連携関係構築
・避難訓練
	・避難誘導
・安否確認
・避難行動要支援者の支援者や民生委員児童委員、地区福祉委員との連携

	
	副班長
	１
	
	

	
	班員
	
	
	

	救出救護
担当班
	班長
	１
	・資器材の整備
・資器材の点検
・救出救護訓練
	・負傷者の救出、搬送
・応急手当
・救護所の開設

	
	副班長
	１
	
	

	
	班員
	
	
	

	給食給水
担当班
	班長
	１
	・資器材の整備
・資器材の点検
・炊き出し訓練
・給水訓練
	・炊き出し、配給
・給水活動

	
	副班長
	１
	
	

	
	班員
	
	
	


注．地区により班の体制が異なることから、この例示では「○○担当班」と記載している。



[bookmark: _Toc26812133]参考）翠松苑地区自主防災組織の組織編成図
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[bookmark: _Toc26812134]参考）北小学校区避難所自主運営員会の組織編成図（１）
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北小校区避難所自主運営委員会規約
（役員）
第３条　運営委員会に次の役員を置く。
（１）会長						１名
（２）総務担当 副会長					３名
（３）被災者受付管理担当 副会長			２名
（４）支援救護担当 副会長				２名
（５）衛生・食料炊事担当 副会長				２名
（６）情報広報・防犯警戒・ボランティア担当 副会長		２名
（７）事務局長						１名
２　会長は、希望が丘地区防災会会長とする。
３　副会長は、前項に掲げる者を除く各自主防災組織の代表及び副代表者とし、担当役職は、別表第１「役職指定表」のとおりとする。
４　事務局長は、希望が丘地区防災会副会長とする。












[bookmark: _Toc26812135]参考）北小学校区避難所自主運営員会の組織編成図（２）
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　　「希望が丘老人憩の家」及び「ふれあいホール」の災害時避難所開設要領

（目的）

第１　希望が丘地区において、地震・台風・火災等の災害が発生し、自治会会員（以下「会員」という。）

　　　が避難をする必要が生じた場合における老人憩の家・ふれあいホール（以下「憩の家等」という。）

　　　の避難所としての開設設置要領を定めるものとする。

（開設基準）

第２　災害の種類と開設基準は次表のとおりとする。　

 災害種類

　地　震

　台　風

　火　災  ・会員の居宅が被災若しくは被災のおそれがあり避難する必要が生じた場合

　その他  又は会員から避難所開設の要望があった場合

   ２　地震発生時の被災者の憩の家等への避難所避難については、北小校区避難所運営委員会の

　　　指示に従うものとする。

（開設責任者等）

第３　避難所開設責任者（以下「責任者」という。）は、自治会会長とする。ただし、自治会会長不在の

　　場合は、在宅する副会長を開設の責任者とする。

 　２　開設責任者以外の執行部員は、開設責任者を補佐し避難所運営に当たるものとする。

   ３　責任者は、会員から避難所開設の要望があった場合は遅滞なく避難所の開設を行う。

（施設の安全確認）

第４　避難所を開設するに当っては、別表「建物被災状況のチェックシート」に基づき安全性の確認を

　　確実に行うこと。

（収容人員等）

第５　憩の家等の収容人員は次表のとおりとする。

   面   積  収容人員       備　　考

    82.7㎡     ２５人

    82.5㎡     ２５人

 　２　避難所等の開設順位は、希望が丘老人憩の家を第１とし、ふれあいホールを第２とする。　

（運営要領）

第６　開設責任者は、憩の家等で収容出来ないと思われる場合は、熊取町に対して収容場所の確保

　　について要請する。

 　２　部屋割りについては、避難者の人数・家族構成・怪我・病気等を考慮して行う。

 　３　寝具、飲料水、食料等の配布を行う。

 　４　避難者名簿（別記様式）を作成し、避難状況の把握に努める。

（その他）

第７　避難所が開設された場合は、憩の家等の使用者及びこれから使用しようとする者は当該施設を

　　使用することが出来ない。

   ２　前記の使用者には、利用料金を返却する。

附則

　本規約は、平成３１年３月１日から実施する。

 ・熊取町災害対策本部が北小学校に避難所を開設した場合

                            開　　設　　基　　準

 希望が丘老人憩の家

 ふれあいホール



  別図　１参照

  別図　２参照
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別図　１

希  望  が  丘  老  人  憩  の  家

（ 収容人員　２５人 ー 居住スペース　８２．7㎡ ）

Ｔ

Ｖ

出

入

口

押　入

床の間

倉　庫

和　室

２４畳

（１２人）

洋　室

２６畳

（１３人）

ＷＣ

炊事場
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別図　２

ふ　れ　あ　い　ホ　ー　ル

（ 収容人員　２５人 ー 居住スペース　８２．５㎡ ）

ソファー

倉　庫

　 １８畳 １６畳 　６畳

廊　　下

　 １０畳 炊 事 場

ＷＣ

玄関ホール

出入口

（ 洋間　小 ）

ＴＶ

芙  蓉（ 和室 ） カトレア（ 洋間　大 ）

桔  梗（ 和室 ）

（９人） （８人） （３人）

（５人）
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別記様式

  ④ 住 所 希望が丘

年齢 性別

⑤携帯電話

固定電話

〒

⑧避難情報

　あなたの家族は全員避難していますか。

　ア．全員避難した

　イ．まだ残っている。⇒どなたですか。

　（　　　　　　　　　　　　）　　（　　　　　　　　　　　　　）

　（　　　　　　　　　　　　）　　（　　　　　　　　　　　　　）

⑨安否情報

　あなたの家族は全員連絡が取れましたか。

　ア．全員連絡が取れた。

　イ．まだ取れていない。⇒どなたですか。

　（　　　　　　　　　　　　）　　（　　　　　　　　　　　　　）

　（　　　　　　　　　　　　）　　（　　　　　　　　　　　　　）

 ア  同行ペットの種類・数

　　無　・　有

⑬安否の問い合わせがあった場合、住所、氏名を答えてもよいですか。

　  　　　年　　月　　日

〒

電話番号（　　　　　）　　　 　－

　備考（この欄には記入しないでください。）

※内容に変更がある場合は、速やかに被災者受付・管理班に申し出て、修正してください。

避　難　者　名　簿

　　　　　　　・老 人 憩 の 家

　　　　　　　・ふれあいホール

班   ② 班 名 　　年　　月　　日　（　　） 　①入所年月日



はい　・　いいえ

  ・犬　（　　　　　　       　）（ 　　 匹 ）

 イ  置き去りペットの有無

 ウ  行方不明ペットの有無

　・猫  （　　      　　　　 　）（　　　匹 ）

　・その他（　　            　）（　  　匹 ）

男・女



 ⑪ ペットの状況等

男・女

　　無　・　有

転　出　先

退出年月日

　⑩特別な配慮

男・女

男・女



ご

家

族



  家族の中に、病気や食事制限などの特別な配慮を必要とする方がいる

  など、注意点があったらお書きください。

⑫言　　語

全壊　・　半壊　・　一部損壊

断水・停電・ガス停止・電話不通

　（　　　　　）　　　　　－

ふり          がな

氏　　名

　③ あなたの家族で「ここに避難した人だけ」記入し

　 てください。

⑥家屋の被

害状況

男・女



世帯主

男・女

男・女

　（072）　　　　　－



⑦親族など

連絡先
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  希望が丘 「 地 震 避 難 行 動 マ ニ ュ ア ル 」

①

５弱以上

自 身 の 安 全 確 保

希望が丘老人憩の家

◎強い揺れを感じた時の行動

　・慌てず落ち着いて、安全な場所へ移動する ～自宅の被災状況を考慮して～

・火元が身近にあれば消し、離れた場所であ

　れば無理に火を消そうとしない

（都市ガスは、震度５以上で自動遮断） ～自宅の被災状況を考慮して～

◎揺れがおさまってからの行動 体力に自信

・ガスの元栓・ブレーカーの遮断をする   のある方

・家族の安否確認をする

被災状況により

→

②

～避難所はすぐに開設されない。～

「安全タオル」方式

④  近 隣 の 安 否 確 認

  ≪家族が安全であれば玄関

  にタオルを掲げよう≫

 ① 「自力で避難できない方」

（障がい者・高齢者等）

を最優先に安否確認・避難の補助をしましょう。

 ② 班・隣組の住民同士で声かけを行いましょう。

 ②一軒一軒確実に調査しましょう

（家具に挟まれて動けないかも）

 ③ 火災発生　　　　皆で初期消火

救助工具・ＡＥＤの活用

⑥

  避難所開設ＢＯＸ

 ① 避難所での生活がかえってストレスの原因になった

り体力の低下に繋がったり、感染症になる可能性も

否めないので、家屋倒壊・火災の影響が無ければ無

理に避難せず、自宅で生活することが得策です

 ②水等は 平素から自宅に備蓄しておくことが重要です ①体育館使用可否の判断

 ③ 自宅避難者を把握して、情報伝達を密にする。

②居住区域のレイアウト表示

（特に食料・水の配分に関する事項） ③受付・トイレ等のセット

避難行動要支援者・高齢者等

④ゴミ衛生関係物品のセット

指定された方 ⑤ペットテント区域の表示

⑥禁止区域の表示

向こう三軒両隣で声かけを

事前対策

町災害対策本部の設置

希望が丘災害対策

本部の設置

①1981年以前の建物は耐震化

が必要です。

②家具転倒防止つっかい棒は付

震度

②

執行部・班長の活動

  老人憩いの家集合

① 第１、２公園

③

  救助隊の編成

近くの公園・空地等へ一時避難

北小グランド

けていますか？



避難所（体育館）

⑤

自宅倒壊で生活不能 自宅生活可能

の開設準備

安否確認作業

の実施

北 小 体 育 館 自 宅 避 難

         の 開 封

避難所の開設・受付

老人憩の家・ふれあいホール

避難所運営委員会の開催（６自治会）



救出

避難行動要支援者

高齢者等

避難

避難行動の補助

消火

救助活動等の実施

大規模地震発生
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image10.emf
希望が丘地区防災会  副会長

自由が丘地区自主防災組織  委員長

若葉自治会自主防災会  会   長

小垣内地区自主防災組織  委員長

七山区自主防災会  副会長

つつじヶ丘地区自主防災組織 副委員長

自由が丘地区自主防災組織  副委員長

若葉自治会自主防災会  副会長

七山区自主防災会  会   長

 情報広報・防犯警戒 小垣内地区自主防災組織  副委員長

   ボランティア担当副会長 つつじヶ丘地区自主防災組織 委員長

注：震災発生時に避難所に参集出来ない役員の任務は、参集した役員が兼務する。
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2

3

 支援救護担当副会長 2

4

 衛生・食料炊出担当副会長 2

1

 総 務 担当副会長 3

2

 被災者受付管理担当副会長 2

別表第１　

　　　　　　　　　　　　　　　役　　職　　指　　定　　表



　　　　   役　　　　職 人員  自 主 防 災 組 織


image11.emf
 ① 避難所の開錠・鍵の保管に関すること

 ③ 入所者の参集状況に応じた、班の再編成（他班への応援等）に関

　　すること

 ④ 上下水道・トイレの使用可否の確認に関すること

 ⑤ 熊取町及び小中学校との連携折衝に関すること

 ⑥ 避難所のレイアウト配置に関すること

 ⑦ 防災資機材や備蓄品の管理に関すること

 ⑧ 郵便物・宅配の取次に関すること　　

 ⑨ 取材への対応に関すること

 ⑩ 「避難所日誌」に関すること

 ⑪ その他いずれの班にも属しない事項に関すること。

 被災者受付  ① 避難者の受付・応対に関すること

 　　　　管理班  ② 避難者の指定場所への誘導に関すること

 ③ 「避難者名簿」の作成に関すること

 ① 入所参集者の緊急度の把握及び優先入所に関すること

 ② 妊婦・高齢者・乳幼児等要支援者の補助に関すること

 ② 安否確認への対応等に関すること

 ③ 医療・介護活動に関すること

 ① 「簡易トイレ」の設置に関すること

 ② 消毒等衛生管理に関すること

 ③ ゴミの管理に関すること

 ④ ペットの管理に関すること

 ⑤ 生活用水に関すること

 ① 食料・物資の調達、受入、管理、配布に関すること

 ② 炊き出しに関すること

 情報広報班  ① 情報収集、情報発信、情報伝達に関すること

 ① 避難所の安全確認と危険箇所への対応に関すること

 ② 防火・防犯に関すること

 ① ボランティアの受入れ、管理に関すること

 ② 総務班の補助に関すること

11

注１　避難所（体育館）に先着した方から「避難所運営マニュアル」（手順書）に基づき、作業を開始する。

注２　各班の作業が終了すれば、他班の応援を行う等柔軟に対応する。

注３　役員が参集した時点で「避難所運営委員会」を開催して班編成等の調整を行う。

別表第２　

2

合　　計

3

4

5

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　活　　動　　班　　編　　成　　表

 ボランティア班

副会長

8

 防犯警戒班

 食料・炊出班

任　　　　　　　　　　務

6

　　　　　　班 人員

7



 ② 避難所の安全確認、危険個所への立入禁止措置等に関すること

　総 務 班

2

2

避

難

所

に

参

集

し

た

人

を

「

避

難

所

運
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ル

」

（

手

順

書

）

に

基

づ

き

編

成

す

る

。

  衛 生 班

3

2

1

 支援・救護班

2


